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Ｊ
Ｒ
東
海
が
麻
生
区
で 

住
民
説
明
会
実
施 

 

～
調
査
掘
進
終
了
を
理
由
に 

本
掘
進
を
ね
ら
う 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
北
品
川
・
梶
ヶ
谷
・
東
百
合
ヶ

丘
・
小
野
路
・
坂
下
西
各
非
常
口
か
ら
の
調
査
掘
進 

 
 

 
 

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
９
月
の
段
階
で
東
百
合
ヶ

丘
非
常
口
か
ら
の
調
査
掘
進
が
百
三
十
三
メ
ー
ト
ル

に
達
し
完
了
し
た
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
住
民
に
対

し
、
調
査
掘
進
で
の
確
認
結
果
に
関
す
る
説
明
会
の

開
催
を
通
知
し
ま
し
た
。
説
明
会
の
日
時
・
場
所
は 

 

         

「
本
格
的
掘
進
」
の
開
始
の
た
め
の
説
明
会

私
た
ち
は 

 

説
明
会
の
通
知
に
は
「
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
安
全
対
策
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
の
実
施
確
認
に

主
眼
を
置
い
た
調
査
掘
進
の
範
囲
に
お
け
る
掘
削
を

令
和
五
年
九
月
二
九
日
に
終
え
、
現
在
は
『
本
格
的

な
掘
進
』
の
開
始
に
向
け
た
段
取
り
替
え
を
進
め
て

い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
百
五
十
メ
ー
ト
ル

の
掘
削
目
標
の
手
前
で
「
完
了
」
と
し
た
理
由
が
明

確
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
品
川
や
坂
下

西
（
春
日
井
市
）
で
の
調
査
掘
進
が
事
実
上
止
ま
っ

て
い
る
中
で
、
な
ぜ
本
格
的
な
掘
進
に
向
け
て
準
備

を
急
い
で
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
狙
い

は
、
住
民
に
説
明
し
た
だ
け
で
「
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
た
」
と
勝
手
に
判
断
し
、
急
い
で
本
工
事
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。。 

 

住
宅
街
の
下
を
掘
進
す
る
危
険
性
は
高
い 

 
 

調
査
掘
進
は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
に
、
東
京

外
環
道
大
深
度
地
下
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
原
因
で

地
盤
崩
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海

が
地
盤
の
状
況
把
握
や
掘
削
機
の
稼
働
を
テ
ス
ト

す
る
た
め
に
始
め
た
も
の
で
す
。
調
査
掘
進
が
未

課
題
と
な
っ
て
い
る
い
ま
、
本
格
的
な
掘
進
を
始

め
る
な
ら
、
住
民
の
不
安
は
高
ま
る
で
し
ょ
う
。 

１２月 

１７日 

（日） 

午後２時 

先着 

２００名 

開催場所 

麻生小学校 

  体育館 

小田急線新百合

ヶ丘駅から 

徒歩１０分 

１２月 

２２日 

（金） 

午後６時 

先着 

一千人 

開催場所 

麻生市民館 

  大ホール 

小田急線新百合

ヶ丘駅 

徒歩３分 

こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
１
０
７
号 

２
０
２
３
年
１
２
月
５
日 

  

１１月２８日、リニア中間判決控訴審で東京高
裁が３６名の原告適格を認容する判決、地裁に
差し戻し再審理へ。リニアの安全性、南アルプ
スの自然保護、土地所有者など権利を主張する
原告は無視  ～２面、３面に掲載 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会 

 

  

調査掘進説明会の開催日時・場所 

以
下
の
通
り
で
す
。 



           

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
中
間
判
決
に
対
す
る

控
訴
審
で
、
東
京
高
裁
（
松
本
利
幸
裁
判
長
）
は
十

一
月
二
十
八
日
、
中
間
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
し

た
百
六
十
六
名
の
原
告
の
う
ち
、
相
模
川
か
ら
の
水

道
水
を
利
用
し
て
い
る
三
十
四
名
と
、
騒
音
・
振
動

の
被
害
を
受
け
る
リ
ニ
ア
残
土
の
搬
送
車
両
の
走
行

ル
ー
ト
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
す
る
二
名

の
原
告
適
格
を
認
め
る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。 

原
告
適
格
を
認
め
た
三
十
六
名
に
つ
い
て
は
、
東
京

地
裁
へ
の
差
し
戻
し
を
決
め
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年

十
二
月
に
中
間
判
決
を
出
し
た
古
田
孝
夫
裁
判
長
の

誤
り
を
認
め
た
判
決
で
あ
り
、
高
裁
判
決
に
は
一
定

程
度
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
中
間
判

決
と
今
回
の
判
決
で
原
告
適
格
を
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
原
告
は
合
わ
せ
て
５
百
名
近
く
に
な
る
わ
け
で
、

私
た
ち
に
と
っ
て
訴
訟
の
趣
旨
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
し

て
い
な
い
司
法
の
判
断
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
山
梨
実
験
線
の
よ
う
な
、
沿
線
住
民

へ
の
生
活
被
害
が
リ
ニ
ア
工
事
や
供
用
に
よ
っ
て
脅

か
さ
れ
る
と
い
う
被
害
の
ほ
か
に
、
最
高
速
度
五
百

五
キ
ロ
と
い
う
リ
ニ
ア
の
安
全
性
や
、
世
界
に
誇
れ

る
南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
高
架

線
や
鉄
道
施
設
の
用
地
取
得
に
関
す
る
土
地
所
有
者

の
権
利
保
護
、
リ
ニ
ア
高
架
橋
の
建
設
に
関
す
る
景

観
保
護
な
ど
を
訴
え
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
わ
け
で
す

が
、
高
裁
判
決
は
「
原
告
の
主
張
は
保
護
す
べ
き
個

人
の
利
益
で
は
な
い
」
と
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。 

訴
訟
団
長
、
弁
護
団
か
ら
判
決
に
対
し

厳
し
い
声 

 
 

           

高
裁
判
決
に
対
し
訴
訟
団
、
弁
護
団
は
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
、 

〈
訴
訟
団
・
弁
護
団
・
サ
ポ
ー
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

共
同
声
明
〉 

『
本
件
に
お
い
て
訴
訟
人
ら
は
、
①
全
原
告
に
つ

い
て
共
通
な
適
格
（
乗
車
し
た
場
合
安
全
な
運
行
を

確
保
で
き
る
利
益
、
南
ア
ル
プ
ス
の
美
し
い
自
然
環

境
を
享
受
す
る
利
益
）、
②
リ
ニ
ア
ル
ー
ト
上
の
一

都
六
県
居
住
者
の
多
く
が
有
す
る
適
格
（
工
事
及
び

工
事
車
両
の
走
行
で
騒
音
・
振
動
・
大
気
汚
染
・
水

利
・
微
気
圧
波
・
低
周
波
な
ど
の
環
境
被
害
を
受
け

る
高
度
の
蓋
然
性
、
建
設
後
の
日
照
被
害
、
景
観
侵

害
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
高
度
の
蓋
然
性
）、
③
確

実
に
被
害
を
受
け
る
者
＝
ル
ー
ト
上
な
い
し
近
辺
に

物
権
的
権
利
（
土
地
、
借
地
、
借
家
、
立
ち
木
ト
ラ

ス
ト
等
）
を
有
す
る
者
。 

 

原
審
判
決
は
原
告
ら
に
対
し
①
、
③
の
類
型
に
つ

い
て
は
原
告
適
格
を
認
め
な
か
っ
た
。
南
ア
ル
プ
ス

の
山
腹
に
巨
大
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
こ
と
で
の
自

然
へ
の
影
響
を
軽
視
し
て
お
ざ
な
り
の
環
境
影
響
評

価
を
鵜
呑
み
に
し
て
行
わ
れ
た
リ
ニ
ア
工
事
認
可
処

分
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
超
電
導
磁
気

浮
上
方
式
の
リ
ニ
ア
は
運
行
シ
ス
テ
ム
も
地
震
・
火

災
安
全
性
の
面
で
も
「
乗
客
の
安
全
な
運
行
」
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
客
観
的
に
示
さ
れ
る
資
料
が
提
示

さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
得
ず
、
こ
の
点
を
原
告

 

 

一部勝訴だが、リニアの
本質的な問題点に向き合
わない控訴審判決 
 （写真：裁判所前集会） 

司法クラブで記者会見する訴訟団、弁護団 

左から関島保雄弁護士、川村晃生訴訟団長、

横山聡弁護士 （写真：井澤宏明氏撮影） 

 



適
格
か
ら
排
除
し
て
議
論
を
封
じ
込
め
た
。
ま
た
上

記
③
に
つ
い
て
適
格
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
工
事
が

進
行
し
物
件
の
収
用
問
題
が
現
実
化
し
て
、
物
権
的

権
利
の
侵
害
を
受
け
る
し
か
な
い
状
態
に
な
る
こ
と

で
あ
り
、
金
額
の
争
い
以
外
に
リ
ニ
ア
工
事
計
画
自

体
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
。 

 

今
回
の
判
決
も
中
間
判
決
の
趣
旨
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
り
、
原
告
側
の
求
め
た
杜
撰
な
環
境
影
響
評

価
に
よ
る
工
事
認
可
に
厳
正
な
司
法
判
断
を
求
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
判
断
せ
ず
、
入

り
口
で
あ
る
訴
訟
要
件
で
請
求
を
却
下
す
る
な
ど
司

法
の
行
政
へ
の
追
随
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。 

 

②
に
つ
い
て
三
十
六
名
の
原
告
適
格
を
認
め
た

が
、
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
評
価
に
値
す
る
。
し
か

し
原
告
適
格
を
認
め
ら
れ
た
原
告
に
つ
い
て
は
地
裁

へ
の
差
し
戻
し
、
敗
訴
し
た
原
告
は
上
告
審
、
本
体

の
行
政
訴
訟
は
高
裁
に
継
続
し
て
い
る
と
い
う
訴
訟

団
の
分
断
を
生
じ
て
お
り
過
大
な
負
担
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
行
政
訴
訟
提
起
へ
の
萎
縮
す
ら
訴
訟

団
に
強
要
し
た
判
決
で
あ
り
、
裁
判
を
受
け
る
権
利

の
侵
害
で
あ
る
。
我
々
は
司
法
が
「
権
利
擁
護
の

砦
」
と
し
て
の
役
割
を
放
置
し
て
い
る
と
考
え
る
。

本
体
工
事
を
中
止
さ
せ
る
ま
で
闘
い
抜
く
所
存
で
あ

る
』。 

〈
リ
ニ
ア
控
訴
審
判
決
要
旨
〉 

主
文 

１ 

原
判
決
中

、
別
紙
「

控
訴
人
目
録
（

三
十
六

人

）」
記
載
の
控
訴
人
ら
の
各
訴
え
を
却
下
し

た
部
分
を
取
り
消
す

。 

２ 

上
記
取
消
し
に
係
る
部
分
を
東
京
地
裁
に
差
し

戻
す

。 

３ 

別
紙
「

控
訴
人
目
録

」
記
載
の
控
訴
人
ら
以
外

の
控
訴
人
ら
の
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る

。 

４ 

別
紙
控
訴
人
目
録
記
載
の
控
訴
人
以
外
の
控
訴

費
用
は

、
同
控
訴
人
ら
の
負
担
と
す
る

。 

判
断
の
要
旨 

 

結
論 

（
１
）
控
訴
人
ら
の
う
ち
、
建
設
発
生
土
運
搬
車
両

の
運
行
ル
ー
ト
か
ら
お
よ
そ
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の

地
域
に
居
住
し
て
い
る
二
名
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

進
行
に
伴
う
建
設
発
生
土
運
搬
車
両
の
運
行
に
起
因

す
る
騒
音
、
振
動
、
大
気
の
汚
染
に
よ
る
健
康
又
は

生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
受
け
な
い
利
益
を
根
拠
と

し
て
、
本
件
各
認
可
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
に
お

け
る
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
控
訴
人
ら
の
う
ち
、
相
模
川
を
水
源
と
す

る
水
道
水
ま
た
は
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
る
三
十

四
人
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進
行
に
伴
う
建
設
機
械

の
稼
働
等
に
起
因
す
る
水
質
の
汚
濁
に
よ
る
健
康
又

は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
受
け
な
い
利
益
を
根
拠

と
し
て
、
本
件
各
認
可
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
に

お
け
る
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
他
方
、
上
記
の
控
訴
人
以
外
の
控
訴
人
ら
に

つ
い
て
は
、
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
ら
、
同
控
訴
人
ら
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。 

 

理
由 

（

１

）
乗
客
と
し
て
安
全
な
輸
送
薬
務
の
提
供
を
受

け
る
利
益
に
つ
い
て 

本
件
各
認
可
の
段
階
に
お
い
て
は
、
公
益
に
属
す

る
利
益
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
個
々
人

の
個
別
的
利
益
と
し
て
保
護
す
べ
き
も
の
と
し
て
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
控
訴
人
ら
は
同
利
益

を
根
拠
と
し
て
、
本
件
各
認
可
の
取
り
消
し
を
求
め

る
に
つ
き
原
告
適
格
を
有
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

（

２

）
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
環
境
を
享
受
す
る
利

益

、
保
全
を
求
め
る
権
利

、
自
然
と
触
れ
合

う
権
利 

 

上
記
利
益
等
は
、
基
本
的
に
公
益
に
属
す
る
利
益

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
個
人
利
益
と
し
て
保
護
す
べ

き
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
原
告
適

格
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

（

３

）
土
地

、
建
物

、
立
木
に
係
る
所
有
権

、
借
地

権
又
は
居
住
の
利
益
に
つ
い
て 

 

本
件
各
認
可
に
よ
り
自
己
の
権
利
若
し
く
は
法

律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
必
然
的

に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
控
訴
人
ら
が
本
件
取
り
消
し
を

求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 



梶
ヶ
谷
の
建
設
発
生
土
を
横
浜
の
大
黒
ふ
頭 

 

 
に
運
ぶ 

           

新
本
牧
ふ
頭
は
横
浜
市
が
工
事
を
進
め
て
い
る
埋

立
事
業
。
造
成
費
用
は
九
百
億
円
。
Ｊ
Ｒ
東
海
が
六

百
億
円
、
横
浜
市
が
二
百
億
円
、
政
府
が
百
億
円
拠

出
。
埋
立
に
は
リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
六
百
万
立
方
メ

ー
ト
ル
を
使
用
。
梶
ヶ
谷
調
査
掘
進
残
土
も
使
用
。 

リ
ニ
ア
工
事
中
止
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
と 

 

チ
ラ
シ
配
布 

       

 

登
戸
駅
通
行
デ
ッ
キ
で
川
崎
市
内
の
リ
ニ
ア
工

事
、
と
く
に
梶
ヶ
谷
と
東
百
合
ヶ
丘
の
調
査
掘
進
の

現
況
と
、
本
工
事
の
危
険
性
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
と
チ
ラ
シ
配
布
（
二
百
枚
）
を
市
民

に
手
渡
し
ま
し
た
。 

中
原
区
の
ご
え
ん
楽
市
で 

リ
ニ
ア
資
料
展
示
、
工
事
中
止
訴
え
る 

 

十
一
月
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
、
川
崎
市
の
中
原

市
民
館
で
、
中
原
区
市
民
活
動
セ
ン
タ
＾
が
主
催
す

る
「
２
０
２
３
年
ご
え
ん
楽
市
」
が
開
か
れ
、
多
く

の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
市
内
の
市
民
団
体
の

交
流
を
求
め
る
目
的
で
毎
年
秋
に
開
か
れ
て
い
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
六
十
七
の
市
民
団
体

が
参
加
し
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
体
操
教
室
等
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
、
環
境
、
戦
争
、
原
発
、
慰
安
婦
、
水

問
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
展
示
や
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
自
ら
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

         

            

お
こ
と
わ
り 

今
回
は
十
一
月
二
八
日
の
中
間
判
決
控
訴
審
の
判
決

を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
記
事
は
東
京
・
神
奈

川
連
絡
会
ニ
ュ
ー
編
集
部
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

原
告
団
・
弁
護
団
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
明
、
判
決
要

旨
の
詳
細
は
近
く
配
ら
れ
る
訴
訟
ニ
ュ
ー
ス
三
十
六

号
で
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！

訴
訟
原
告
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。 

 こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線
ニ
ュ
ー
ス 

１
０
７
号 

発
行 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
東
京
・神
奈
川
連
絡
会 

天
野
捷
一
（中
原
・高
津
）０
９
０-

３
９
１
０-

８
１
７
３ 

山
本
太
三
雄
（宮
前
）  

０
９
０-

８
７
７
５-

１
８
７
９ 

矢
沢
美
也
（麻
生
・多
摩
）０
９
０-

６
１
０
８-

６
５
６
８ 

 

 

当面の活動予定 

12 月１３日１５：００ 外環道 21 回口頭弁論 

           （東京地裁 103 号） 

12 月 17 日１４：００ 調査掘進説明会 

           （麻生小体育館） 

12 月 22 日１８：００ 調査掘進説明会 

           （麻生市民館大ホール） 

12 月 23 日１５：００ 新百合ヶ丘駅街頭宣伝 

1 月 13 日１０：００ 第 140 回定例会 

（１２月下旬に FоEJAPAN 主催のリニア大

深度地下問題リモート学習会があります。 

日時については後日連絡します）  

写真は登戸駅の宣伝。「リニアは

環境破壊」などの横断幕を張り

巡らせアピール。通行中の市民

も横断幕に目をやっていました 

 

 

横浜港新本牧ふ頭計画図 埋立中 

隔
壁
内
に
リ
ニ
ア
残
土 

六
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
投
入 

 

 

リ
ニ
ア
ブ
ー
ス
で
説
明
中 


